
れるこの六巻十二帖本は、水原一『延慶本平家物語論
考』（加藤中道館、1979）による検証以後、いわゆる
「平家物語古態論」の中心であり続けてきた、研究史
上、最重要の一本である。現在の研究水準では、その
当時に考えられてきた程には鎌倉後期頃の本文を伝
えているとは言えず、現存本が書写された応永年間頃
の再編を被っていることが明らかである。しかし、それ
でもその文学史的価値はいささかも揺らぐものではな
く、中世文学研究および日本語学に果たす役割はもち
ろん、歴史学を始めとした隣接分野においても重要な
位置を占めている。それゆえ、幾度となく影印版・活字
版が刊行され、昨年2019年3月には、延慶本平家物
語注釈の会編『延慶本平家物語全注釈』全12巻が完
結した（汲古書院。現在、論考・注釈補訂を集成した
「別巻」を準備中）。

しかのみならず、紀伊半
島の地域史にとって極め
て重要なことは、延慶書
写・応永書写のいずれの
段階においても、根来寺

（岩出市）において書写されたことが明らかな点である。
周知のように、新義真言教学の根本道場である根来寺
は、天正十三年［1585］三月、本堂・大塔等の主要伽
藍を残して灰燼に帰した。その中にあって、幸いにも延
慶本は、それ以前に寺外（おそらくは室町殿）にもたら
され、難を逃れたのである。
根来寺研究 延慶本の本文には、他本には見られな
い特異な一面をかいま見ることができる。牧野和夫は
「延慶本「平家物語」の一側面」（『藝文研究』
36,1977。『延慶本『平家物語』の説話と学問』思文閣
出版、2005再録）以後、根来寺と高野山大伝法院とを
とりまく人的ネットワークの中に延慶本テクストの生成
を見、その生成環境は、中川委紀子・宇都宮啓吾・三好
英樹ら始めとした美術史学・日本語学・歴史学からの
成果によって、広くかつ稠密に見わたされ続けている。
根来寺は、日本中世を理解する上で最重要の学術的
結節点なのである。その近年における成果として、たと
えば2013年12月に和歌山大学で開催された説話文
学会シンポジウム「〈根来寺〉の輪郭―空間・資料・人
―」での一連の論考（『説話文学研究』50,2015）を始
め、海津一朗編『中世都市根来寺と紀州惣国』（同成社、
2013）、大橋直義編『根来寺と延慶本『平家物語』―
紀州地域の寺院空間と書物・言説―』（勉誠出版、

2017。右下図版）、山岸常人編『歴史のなかの根来寺
―教学継承と聖俗連環の場―』（勉誠出版、2017）等
の学術書が相次いで刊行されている。永村眞「中世根
来寺の法儀と聖教」（『中世文学』63,2018）、三好英
樹「中世後期根来寺内における修験道」（『智山学報』
60,2011）を始めPDFファイルと
してウェブ公開されている関連論
考も多いが、中川委紀子『根来寺
を解く―密教文化伝承の実像―』
（朝日選書、2014）を初学者がま
ず参照すべき基本書籍として紹介
しておきたい。
粉河寺と葛城修験　延慶本『平家物語』における独自
記事の中でもとりわけ注意を払いたいのが第五末（第
十帖）・十五「惟盛粉河ヘ詣給事」である。屋島内裏を落
ちた平維盛が高野山から熊野へ向かう途上、粉河寺に
立ち寄り、寺内を巡礼したとする独自説話である。先年、
この記事に関連しうる資料として粉河寺御池坊蔵『粉
河寺御池海岸院本尊縁起絵巻』二巻二軸（〔18世紀〕
写。『紀州経済史文化史研究所紀要』39,2018）を紹
介したが、その解題において粗々の見通しを示したよ
うに、南北朝期から15世紀初頭にかけた時期、御池坊
が粉河寺の寺家執行・頭坊を独占的に継承し始めるに
際して生じてきた言説が、現存延慶本（応永書写本）と
この絵巻に共通して示されている点、興味深いのであ
る。なお、有田川町日光神社社頭を描いた「日光社参
詣曼荼羅」は平維盛が境内を巡礼する様を描くという
点で共通する。
　延慶本『平家物語』と粉河寺との連なりを示すもの
として、〔鎌倉初期〕写『諸山縁起』「転法輪山〈字葛木
峯〉宿次第」がある。そこには、「石曳 瀧院」と根来寺の
前身である覚鑁再建「豊福寺」とが連続して示され、そ
してその「葛城二十八宿」の道は粉河寺へと連なるも
のと位置づけられる。この状況は、延慶本第六帖・延慶
二年本奥書が「紀州那賀郡根来寺石曳院之内禅定院
之住坊」を書写の場と明示していることと関わるのだ
が、これまでの研究史は、根来寺・石曳院と葛城修験と
の関わりを重く見過ぎて来はしなかったか。葛城二十
八宿との関わりからすれば、「葛城の中台」として最も
大きな位置を占める中津川行者堂（極楽寺）と粉河寺
との連なり、そして粉河寺と興国寺さらには再興期の
七宝瀧寺とを繋ぐ法燈派（と修験）のネットワークの解
明が、また別の糸口になると思われるのである。
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日本庭園史の研究を始めた40年近く前から取り組
んでいるのは庭園の形態（デザイン）と機能（使われ
方）だが、7・8年前から観光資源としての庭園あるい
は庭園観光に興味を持つようになった。庭園の使われ
方の歴史を見ていくと、江戸時代以降の日本では庭
園は観光の対象となっていたからだ。
　観光の在り方は近年多様化し、ニューツーリズムと
言われる従来になかった観光も盛んになっているが、
自然と文化が観光目的のなかで重要な位置を占める
ことは依然変わりない。時代と風土のなかで紡がれる
文化の結実である庭園は、文化観光資源でありつつ、
植物などを重要な構成要素とする自然観光資源的側
面も持つ。
　観光学においても、観光のカテゴリーに庭園観光
（Garden Tourism）が位置付けられている。世界的
に見ると、庭園観光の対象は3タイプに分けられる。歴
史的な庭園・公園、公衆に開かれた個人庭園、園芸博
等の庭園・園芸系のイベントだ。その中でも、全体的に
見て観光対象として最も大きな位置を占めるのは歴
史的な庭園・公園である。
日本でも、桂離宮・金閣寺・龍安寺などの京都の庭
園をはじめ、兼六園・栗林公園といった江戸時代の大
名庭園などがすぐ頭に浮かぶ。海外に目を向けると、
フランスのヴェルサイユ、スペインのアルハンブラ、中
国の蘇州園林などが観光者に人気を集める庭園とし
て知られる。しかし、全土にわたって観光資源となる造
形性豊かな庭園があるのは、日本以外では英国とイタ
リアだけなのだ。英国とイタリアを比べると、英国では
概ね18世紀以降に貴族や郷紳が自らの領地などに造
営した英国式とも言われる風景式庭園が大半である
のに対し、長い歴史を持ち地形的にも多様なイタリア
では古代ローマに遡る遺跡庭園からルネサンス・マニ
エリスム期の露壇式庭園さらにその後に続くバロック
庭園や風景式庭園まで多彩だ。その意味で、庭園観
光を考えるうえで最も興味深い国はイタリアだと思う。
ここでは、私が観光者として実際に訪れたいくつかの
イタリアの庭園を簡単に紹介したい。
ヴィラ・アドリアーナは、ローマの東郊ティボリに遺

る古代庭園だ。その名の通り、古代ローマのハドリア
ヌス帝が2 世紀に造営した別荘で、エジプトの都市の

イメージで造ったカノプスをはじめ当時の帝国の版図
をイメージした区画からなる。同じティボリにあるヴィ
ラ・デステは傾斜地の地形を利用して16世紀に造営
された貴族の別荘。傾斜地に連続的にテラスを設け
る露壇式庭園は、見事な噴水群から「世界一の水の庭
園」と称される。
ローマの北方バニャイアにあるヴィラ・ランテも16
世紀の名園として著名で、高低差のある敷地に意匠
を凝らした噴水やカスケードが展開する。バニャイア
からほど近いボマルツォのパルコ・デイ・モストリも16 
世紀の造営で、奇妙な石造彫刻が園路に沿って配置
される他に類を見ない庭園だ。
ルネッサンスの発祥地・フィレンツェでは、市街地に

ある有名な露壇式庭園のボボリ園のほか、近郊のヴィ
ラ・ペトライアやヴィラ・カステッロといったメディチ家
関連の別荘の眺望も加味した露壇庭園が見逃せない。
　北部では、イゾラ・ベッラが必見だ。17世紀にボッ
ロメオ家がマジョーレ湖に浮かぶ島全体を宮殿とした
もので、宮殿に付随する階段状のバロック庭園は来訪
者に別世界の感を抱かせる。また、南部のカゼルタに
あるカゼルタ宮殿は、フランスのヴェルサイユをモデ
ルとした庭園が広がるが、その地形からヴェルサイユ
とは逆に水路が丘陵から宮殿に向かう構成が面白い。
　このほかにも、発掘されたポンペイに遺る古代ロー
マの住宅庭園、ローマ近郊フラースカティにあるヴィ
ラ・アルドブランディーニを始めとした庭園群、ヴェネ
ツィア近郊ストラのヴィラ・ピザーニ、ミラノのプッブリ
チ公園など、訪れるに値する庭園が全土に見られる。
イタリアを訪れる機会があれば、ぜひ庭園観光を楽

しんでいただきたいと思う。

庭園観光とイタリアの庭園
小野健吉／庭園史（和歌山大学 観光学部）

延慶本『平家物語』　数多ある『平家物語』諸本の中でも、とり
わけ光彩を放つ一本がある。延慶二・三年［1309～10］本奥

延慶本『平家物語』と紀州地域
大橋直義／日本中世文学・文献学（和歌山大学 教育学部）

ヴィラ・アドリアーナ ヴィラ・デステ

パルコ・デイ・モストリ イゾラ・ベッラ

書、応永二十六・七年［1419～20］書写奥書を有する延慶
本である。現在、大東急記念文庫に重要文化財として蔵さ
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れるこの六巻十二帖本は、水原一『延慶本平家物語論
考』（加藤中道館、1979）による検証以後、いわゆる
「平家物語古態論」の中心であり続けてきた、研究史
上、最重要の一本である。現在の研究水準では、その
当時に考えられてきた程には鎌倉後期頃の本文を伝
えているとは言えず、現存本が書写された応永年間頃
の再編を被っていることが明らかである。しかし、それ
でもその文学史的価値はいささかも揺らぐものではな
く、中世文学研究および日本語学に果たす役割はもち
ろん、歴史学を始めとした隣接分野においても重要な
位置を占めている。それゆえ、幾度となく影印版・活字
版が刊行され、昨年2019年3月には、延慶本平家物
語注釈の会編『延慶本平家物語全注釈』全12巻が完
結した（汲古書院。現在、論考・注釈補訂を集成した
「別巻」を準備中）。

　しかのみならず、紀伊半
島の地域史にとって極め
て重要なことは、延慶書
写・応永書写のいずれの
段階においても、根来寺

（岩出市）において書写されたことが明らかな点である。
周知のように、新義真言教学の根本道場である根来寺
は、天正十三年［1585］三月、本堂・大塔等の主要伽
藍を残して灰燼に帰した。その中にあって、幸いにも延
慶本は、それ以前に寺外（おそらくは室町殿）にもたら
され、難を逃れたのである。
根来寺研究　延慶本の本文には、他本には見られな
い特異な一面をかいま見ることができる。牧野和夫は
「延慶本「平家物語」の一側面」（『藝文研究』
36,1977。『延慶本『平家物語』の説話と学問』思文閣
出版、2005再録）以後、根来寺と高野山大伝法院とを
とりまく人的ネットワークの中に延慶本テクストの生成
を見、その生成環境は、中川委紀子・宇都宮啓吾・三好
英樹ら始めとした美術史学・日本語学・歴史学からの
成果によって、広くかつ稠密に見わたされ続けている。
根来寺は、日本中世を理解する上で最重要の学術的
結節点なのである。その近年における成果として、たと
えば2013年12月に和歌山大学で開催された説話文
学会シンポジウム「〈根来寺〉の輪郭―空間・資料・人
―」での一連の論考（『説話文学研究』50,2015）を始
め、海津一朗編『中世都市根来寺と紀州惣国』（同成社、
2013）、大橋直義編『根来寺と延慶本『平家物語』―
紀州地域の寺院空間と書物・言説―』（勉誠出版、

2017。右下図版）、山岸常人編『歴史のなかの根来寺
―教学継承と聖俗連環の場―』（勉誠出版、2017）等
の学術書が相次いで刊行されている。永村眞「中世根
来寺の法儀と聖教」（『中世文学』63,2018）、三好英
樹「中世後期根来寺内における修験道」（『智山学報』
60,2011）を始めPDFファイルと
してウェブ公開されている関連論
考も多いが、中川委紀子『根来寺
を解く―密教文化伝承の実像―』
（朝日選書、2014）を初学者がま
ず参照すべき基本書籍として紹介
しておきたい。
粉河寺と葛城修験　延慶本『平家物語』における独自
記事の中でもとりわけ注意を払いたいのが第五末（第
十帖）・十五「惟盛粉河ヘ詣給事」である。屋島内裏を落
ちた平維盛が高野山から熊野へ向かう途上、粉河寺に
立ち寄り、寺内を巡礼したとする独自説話である。先年、
この記事に関連しうる資料として粉河寺御池坊蔵『粉
河寺御池海岸院本尊縁起絵巻』二巻二軸（〔18世紀〕
写。『紀州経済史文化史研究所紀要』39,2018）を紹
介したが、その解題において粗々の見通しを示したよ
うに、南北朝期から15世紀初頭にかけた時期、御池坊
が粉河寺の寺家執行・頭坊を独占的に継承し始めるに
際して生じてきた言説が、現存延慶本（応永書写本）と
この絵巻に共通して示されている点、興味深いのであ
る。なお、有田川町日光神社社頭を描いた「日光社参
詣曼荼羅」は平維盛が境内を巡礼する様を描くという
点で共通する。
　延慶本『平家物語』と粉河寺との連なりを示すもの
として、〔鎌倉初期〕写『諸山縁起』「転法輪山〈字葛木
峯〉宿次第」がある。そこには、「石曳 瀧院」と根来寺の
前身である覚鑁再建「豊福寺」とが連続して示され、そ
してその「葛城二十八宿」の道は粉河寺へと連なるも
のと位置づけられる。この状況は、延慶本第六帖・延慶
二年本奥書が「紀州那賀郡根来寺石曳院之内禅定院
之住坊」を書写の場と明示していることと関わるのだ
が、これまでの研究史は、根来寺・石曳院と葛城修験と
の関わりを重く見過ぎて来はしなかったか。葛城二十
八宿との関わりからすれば、「葛城の中台」として最も
大きな位置を占める中津川行者堂（極楽寺）と粉河寺
との連なり、そして粉河寺と興国寺さらには再興期の
七宝瀧寺とを繋ぐ法燈派（と修験）のネットワークの解
明が、また別の糸口になると思われるのである。
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企画展

紀伊半島における「歴史」の創作

創られる歴史　今回の企画展は、教育学部共同事業の連携学校歴史教員と相談し、教員採用試験（社会・地歴）対策の一
環として実施した。2月15日の教育学部研究集会では、コロナ騒動下に関わらず、200人近い県・市教育委員会関係者の参加

を得て成果を披露することができた。その点で、今後の歴史教育行政の前進にとって意義あるものだったと考える。

　さて、掲載写真は伊太祁曽神社の社頭参道脇にある終末期古墳である。江戸時代後期の地誌である紀伊名所図会の境
内図には「岩戸」と記されていた。中世の代、山東盆地一帯は根来寺勢力の支配する荘園・山東荘であり、伊太祁曽神社はそ

の一宮に祀り上げられていた。この時に根来寺は、神社の祭神を天手力男命に改めた。木の神・五十嵐命を主神とする現代

の観光マインドは近世以後の「新しい伝統」なのだ。天照大神を救助（拉致）した「天の岩戸」こそは、中世の伊太祁曽神社に

とって神威を演出する舞台「遺跡」に他ならない。

「遺跡」の成立　このような歴史の創作は、中世国家の顕密体制（旧仏教勢力による学問・思想統制）に始まるものであり、紀
州の場合はとくに顕著である。今回の企画展でも、中世起原の名所・旧跡は、すべてが顕密勢力に由来している。さきに根来

寺勢力の山東荘・伊太祁曽神社改造の事例を出したが、覚鑁率いる聖勢力こそは顕密勢力のなかでも突出した精鋭部隊だ

った（研究史上は禅律僧）。

　今回の展示品40点のうち、23例は後世の創作であり、明恵遺跡のように同時代のものであっても捏造の役割をはたしてい

るものもある。明恵遺跡は、国史跡に指定されているが、明恵の死後になって後継教団の一流喜海が自己に都合よい（可能

な）ポイントを集めて八所遺跡として木造塔婆を立てた。「遺跡」という言葉を、特定有名人の名所・旧跡の意味で用いて、そ

のモニュメント自体を遺跡と広報するのは、管見の限り、この明恵遺跡が初めてではなかろうか。このきっかけとなったもの

は、湯浅党の本家に対して幕府から課された熊野王子の修復命令ではなかろうか。湯浅党領国では、遺跡の興行（復活）と

いう演出が、歴史を回復するものとして民衆の支持を集めるものであることを再発見した。

紀伊半島に「神の国」を 有田川流域における明恵遺跡の興行運動は、蒙古襲来前後の金剛峯寺・大伝法院・覚心勢力ら

の神領興行を経て、ついには後醍醐天皇の討幕（神国回復）に至る。紀伊半島の神国興行の流れは、戦国時代雑賀衆・根来

衆らの「紀州惣国」成立につながり、1585年の滅亡（太田水攻め）の後も長く民衆世界を呪縛し続けたのであった。（2020年

3月8日） 　海津一朗／日本史学（和歌山大学 教育学部）

「紀伊半島から考える日本史」エキシビジョンマッチレポート

延慶本『平家物語』　数多ある『平家物語』諸本の中でも、とり
わけ光彩を放つ一本がある。延慶二・三年［1309～10］本奥

書、応永二十六・七年［1419～20］書写奥書を有する延慶
本である。現在、大東急記念文庫に重要文化財として蔵さ

イワヒキノ

根来寺 大塔（左）と大伝法堂［2017年 稿者撮影］


